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別別別別    紙紙紙紙    ３３３３    

平成平成平成平成２１２１２１２１年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤年度北海道大学情報基盤センターセンターセンターセンター共同研究共同研究共同研究共同研究成果報告書成果報告書成果報告書成果報告書 

 

 １１１１．．．．研究領域番号研究領域番号研究領域番号研究領域番号        Ａ４ 学術情報環境    

 

 ２２２２．．．．研究課題研究課題研究課題研究課題 名名名名        メタ・コミュニケーションとデジタルポートフォリオによる 

学習動機の維持－システムの開発と検証 

 

 ３３３３．．．．研 究 期研 究 期研 究 期研 究 期 間間間間  平成２１年５月１日 ～ 平成２２年３月３１日 

 

 ４４４４．．．．研究代表研究代表研究代表研究代表 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

野坂 政司 北海道大学・情報基盤センター 教授  

 

 ５５５５．．．．研究分担研究分担研究分担研究分担 者者者者    

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

長野 督 
北海道大学 

メディア・コミュニケーション研究院 
教授  

田邉 鉄 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

平林 義治 北海道大学・情報基盤センター 准教授  

大木 充 京都大学・人間・環境研究科 教授  

西山 教行 京都大学・人間・環境研究科 准教授  

 

  

６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

 現在、教材開発研究が学習者のレベルとコストの両面から制限される中、CALL による自律学

習の研究は教材研究から環境研究へとシフトしてきている。そこで、学習者の動機の維持とい

う課題に関して、コンテンツ以外の情報の扱い、学習者の自己評価の手法などについて、特に

フランスを含めた他大学の研究成果の検証を主とする研究会を実施した。 

 ６月１３日に実施した第一回研究会では、ヴェロニック・カステロッティ氏（トゥール大学）

を講師に、また共同研究者の大木充、西山教行（京都大学）の両氏を迎えて、『ヨーロッパ言語

共通参照枠』の本来のヨーロッパでの文脈をたどり直すと共に、日本への応用の可能性を探り、

『参照枠』とペアで存在する自律学習の有効な道具としてのポートフォリオ，ひいてはCALL学

習における動機づけを支えるものとしてのポートフォリオについての諸問題について考察し

た。 

 日本で『参照枠』をどのように文脈化するかは現在の大きな問題であるが、とりわけ『参照

枠』と必ずペアで使われるポートフォリオについて、ヨーロッパと日本（この場合は北東アジ

ア）の言語政策の比較を元にした活発な議論によって、新たな知見が共有された。 

 ２月１２日に実施した第二回研究会では、講師にジャン＝フランソワ・グラズィアニ氏（京

都大学）が、フランスが自国を中心に据えたフランコフォニー（フランス語圏）主義から複文 
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（研究成果のつづき） 

 

化・複言語主義へと行った劇的な転換についての研究成果を、資料を基に紹介した。それを踏

まえて、西山教行氏（京都大学）は複言語・複文化教育政策のさらなる振興を目指した『複言

語・異文化間教育のためのリソースと参照のプラットフォーム』についての情報を提供し、『参

照枠』の理論面での裏付けを行った。ポートフォリオに関しては、前回の成果を元に、大木充

氏（京都大学）が『参照枠』を基盤に、学習目的，目標，内容の見直し，および切り札になる

ICT を用いた自律学習とポートフォリオの導入の仕方に関して考察を深めた。 

 二回の研究会を通して、『参照枠』の地理的および歴史的背景への知見を得ると共に、『参照

枠』に記述された語学のレベルばかりが問題になり忘れられがちなポートフォリオの存在と意

義が明らかになり、さらに実際の運用に関して京都大学で新しい試みが行われていることが分

かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


